








































































































































































































(11) 拙稿А民法における近代性の危機ИЙ日本の 2編の SF小説を素材に超情報社
会における人間の自由の問題を考えるБ第 8回日仏法学共同研究集会報告集





題Б論究ジュリ 6号（2013 年）53 頁で若干の検討を行った。小峯庸平А責任
財産の分割と移転に関する一考察ИЙフランスにおけるパトリモワヌ概念に関
する諸理論を参照して（1）～（4・完）Б法協 134 巻 9 号（2017 年）1頁，12
号（2017 年）151 頁，135 巻 6 号（2018 年）61 頁，12 号（2018 年）1頁が検



























































学 12 巻 1 号（2017 年）59┡60 頁の廣瀬発言，田中亘発言。


























(17) 内田貴㈶民法Ⅰ（総則・物権）（第 4版）㈵（東京大学出版会，2008 年）13┡14






















































































(21) 法社会学 85 号（2019 年）の特集А市民社会と法社会学Бにおいては，市民社
会を，経済取引に限定されたものとしてではなく公共性を帯びるものへと増
築・改築したいという願望が感じられ，そこでの市民概念は，本稿でいう分人
ИЙとくに政治と経済の区分（本文Ⅲ4）ИЙを統合する志向に親和性がある。
平野・前掲注（6）㈶DAWN㈵416 頁では，分人に応じた顔を持とうとして整
形手術を繰り返し，醜い混沌とした顔を持つに至った男に，А分人に応じた顔
を持つということは，個人の唯一の顔を失うということなのだろうか？Бと言
わせている。分人の統合への志向を想起させる件りとして，А人を好きになる
って，……その人のわたし向けのディヴィジュアルを愛することなの？　それ
を愛するわたし自身もその人向けのディヴ？　分人？　インディヴィデュアル
同士で愛しあうって，ひ
Ⅻ
と
Ⅻ
り
Ⅻ
の
Ⅻ
人
Ⅻ
間
Ⅻ
の
Ⅻ
全
Ⅻ
体
Ⅻ
同
Ⅻ
士
Ⅻ
で
Ⅻ
愛
Ⅻ
し
Ⅻ
あ
Ⅻ
う
Ⅻ
って，やっぱり無理
なの？　そこに拘るのって，……子供じみた，無意味なことなの？Б（同 134
頁。傍点は原文。今日子のセリフ），Аいくら自分の与り知らない分人の問題だ
と言っても，佐野明日人という個人はやっぱり 1人で，そのからだはひとつだ
けだった。Б（同 471 頁。地の文）。
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